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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

フォトニックφϊジΣットΛ用͍ͨ
ඍࡉϨーβՃ

্野ݪ  6&NOHA3A 5suUPNu

機ց工学専攻 助教
౷߹ઃܭ学講座 φϊՃ工ܭଌ学領域 ߴ୩ɾਫ୩研究室

•ܘϚイクϩメートルのϚイクϩٿにϨーβをরࣹする͜と
でൃੜするϑΥトχックφϊδΣットのখ͞いϏームܘかͭ
い伝ൖڑといͬͨಛҟな光学ಛੑをඍࡉՃ工にԠ用。

•光のճંݶքΑりখ͞いඍࡉなՃ工͕Մで͋る͜とを実
ূ。

•Ϛイクϩٿにೖࣹする光のৼ幅やҐ૬の制御をۦしͨϑϨキ
シϒルなϑΥトχックφϊδΣット制御ٕ術を։ൃ中。

•現ࡏ、ϑΥトχックφϊδΣットを用いͨՃ工ٕ術にとͲまら
ͣ、৽ͨなܭଌٕ術のԠ用にฃಆ中。

ϨーβՃ、φϊςクϊϩジー、光応用ٕज़

応用分野 高機σバイス࡞分野、ܭଌ分野

論文・解説等
[1] ্野ݪ, ਫ୩, 高୩, ਫ਼ີ工学ձ(2020) �11-113 ,(1)86 ,ࢽ
[2] T Uenohara et al., Precision Engineering, 60, 27�-27� (201�)
[3] T Uenohara et al., CIRP Annals - Manufacturing Technology, 66(1), ��1-��� (2017)

連絡先 URL http://www-optJm.mech.eng.osaka-u.ac.jp

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ύルε /E�:"G ϨーβーʹΑΔ
LI' 分光 1L% ບ LI#4 分ੳ

ԡ ೡ OSHI,AN& :asusIi

ཧ学ܥ専攻 助教
ਫ਼ີ工学講座 ྔܭࢠଌ領域 ഡ研究室

/Eɿ:"( Ϩーβーのύルス光ʢ10)[ʣを用いて、Ϩーβー༠ى
光ʢ-*'ʣ分光、ύルスϨーβーଯੵʢ1-%ʣ๏やϨーβー༠ܬ
'*-。ઈԑഁյ分光ʢ-*#4ʣを実施、研究していますى 分光では
ମやӷମのݻ -*' %-ͼաಛੑஅを、1ٴଌܭ ບでは通ৗ
ບ͕ࠔなԽۚଐബບのとͦの光との૬࡞ޓ用を電࣓シ
ϛュϨーシϣンؚΊてߦなͬています。-*#4 分ੳではྔݕ線
ෆཁの $'--*#4 に目し、ݩૉ組ධՁとͦのܦ時มԽモχλ
リングを目指しています。ࡕେ研究ج൫共用機器制͓Αͼࡕಸ
機器共用ネットワーク 4)"3& にࢀըして͓り、学֎からの্
。૬ஊにରԠいͨしますݧ連の実ؔه

LI' 分光、1L% ບ、LI#4 分ੳ、ϨーβーੜϓϥζϚ、
ثػ用ڞ൫جڀݚ大ࡕ

応用分野 ଠཅ電・光৮ഔ・Ԇܬ光・ੜԽ学・ಋମཧ・分子や݁থのԠաఔの։
ൃ・研究、機ੑബບの、ϓϥζϚ分光

論文・解説等 [1] Y.Oshikane, LIBS-2020, Poster Session2, 25 (2020).
[2] Y.Oshikane, Proc. of SPIE 1108� (201�).

連絡先 URL https://hanna-nw.oSg/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ҩྍݱΛࢧԉ͢Δ
フォトニクε分ܭࢠଌٕज़

ত߁ ຊ۽ ,6.A.O5O :asuaki

ཧ学ܥ専攻 助教
Ԡ༻ཧ学講座 φϊフォトニクε領域 ౻田研究室

•ҩ学෦での � ؒの研究・教ҭݧܦを活かし、ҩྍ現をࢧԉ
するスϖクトルܭଌٕ術、イメーδングܭଌٕ術を։ൃ中。

•ੜମ分子とڧく૬࡞ޓ用するࢵ֎線を活用しͨಠࣗの分光イ
メーδングܭଌٕ術を։ൃし、ੜମ組৫やଟࡉ๔の中の͕んࡉ
๔をすやくൃݟ。

•ੜମ分子からੜͣるϥϚンࢄཚ光を活用しͨ分光ܭଌٕ術
を։ൃし、ࢹೝࠔなধਆܦやපม組৫をલॲཧͤͣݕ。

•ҩࢣらと連携しな͕ら֎Պख術ࣨやපཧࣨࠪݕなͲのҩྍ現
でຊにཱͭ機器を։ൃ中。

Πϝージϯά、ҩྍஅࢠ։ൃ、分光分ੳ、分ثػ

応用分野 ҩྍ・ϔルスέア分野、ༀؔ連

論文・解説等
[1] Y. Kumamoto et al., J. Phys. Chem. B 123(12), 265�-2661 (201�).
[2] Y. Kumamoto et al., Sci. Rep. 7, 8�5 (2017).
[3] Y. Kumamoto et al., Adv. Opt. Mater. 7(5), 18010�� (201�).

連絡先 URL https://MasJe.ap.eng.osaka-u.ac.jp/home@j.htmM

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

୯Ұඍคཻࢠ೩মʹ͓͚Δ
೩মੜʹର͢Δ光ֶܭଌ

ᖒా ৾ SA8ADA SIiOZa

機ց工学専攻 助教
ྲྀಈଶ学講座 ೩ম工学領域 দ研究室

ेЖ͕ܘཻ m のେ͖͞のඍค͕、ൃش分์ग़から೩মまで
の ms ఔの時ؒで͜ىる現の研究をしています。高い時
ؒ・ۭؒ分ղ͕ඞཁなͨΊ、高速カメϥ、࡞動ڑݦඍڸ、
10 k)[ /E::70� ϨーβーなͲのஔを用いています。バックϥ
イトࡱӨ、Ϩーβー༠ܬى光๏ʢ-*'ʣなͲのܭଌख๏にΑͬて、
୯Ұのඍคཻ子͕೩মすると͖のԹ、Խ学छやすすの分を
ՄࢹԽする͜と͕で͖ましͨ。現ࡏは、ߏஙしͨख๏を用いて
ૉΤネルΪーのҰͭとしてண目͞Εているアンモχアとのࠞম
時のඍคの೩মڍ動にͭいてௐています。

ଌܭ૬ྲྀ、ඍค、Ϩーβーࠞؾݻ

応用分野 Ϙイϥー、ൃ 電

論文・解説等
[1] Shinya Sawada, Energy & Fuels, �r10(2020), 12�18r12�25.
[2] Shinya Sawada, Journal of Thermal Science and Technology, 16r1(2021), JTST0011.
[3] ᖒా৾, ຊ機ց学ձจू, 87r8�8(2021), 20-00�22-20-00�22.

連絡先 URL http://www-comCu.mech.eng.osaka-u.ac.jp/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

無線௨信ͷͨΊͷ
౷ܭత信号処理ͱػցֶशͷ融合

ւ ڮߴ 5A,AHASHI 5akuNi

電気電子情報通信工学専攻 助教
通信γεςϜ工学講座 ワΠϠϨεγεςϜ工学領域 ࡾළ研究室

•*o5 ࣾձをԼࢧえする情報ج൫として、ଟのを同時に
ネットワークଓするͨΊの無線通信ٕ術を։ൃ。

•ଟセンαからのখ༰ྔσーλを౷合・దにॲཧし、の
Ґஔ情報や動ଶ情報を取ಘするڥೝٕ術を։ൃ。

•౷ܭ的推と機ց学शを融合し、ैདྷのモσルۦ動ઃܭとσー
λۦ動ઃܭを組Έ合Θͤͨ৽しいアルΰリζム։ൃの組Έを
。౼ݕ

シϛュϨーシϣンや実ূ実نとの共同研究を通して、େۀا•
研究にཹまらない実用Մなٕ術とૅج、いߦにΑるධՁをݧ
しての研究։ൃを進Ίる。

無線௨信ֶ、ใ理論、ଟݩ࣍信号処理

応用分野 無線通信分野、σーλϚイχング分野、スϚート*o5分野

論文・解説等
[1] D. Shirase, T. Takahashi, et al., IEEE GLOBECOM 2020, Dec. 2020.
[2] L. Wang, T. Takahashi, et al., IEEE Access, 8� 200383-2003��, 2020.
[3] T. Takahashi et al., IEEE Transactions on Communications, 67(3)� 1�86-2001.

連絡先 URL http://www2a.comm.eng.osaka-u.ac.jp/

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

9 線ݦඍ分光๏Ͱ解͖໌͔͢
࣭・ࡐྉதͷԽֶঢ়ଶ分

ࢢ ହஉ 5A,&I$HI :asuP

ෟଐϑューνャーイϊϕーシϣンセンλーʗཧ学ܥ専攻 助教
Ԡ༻ཧ学講座 ઌੑ工学領域 খ研究室

9 線をݦͨͬඍٕڸ術に์ࣹ光 9 線を用いͨ 9 線ٵऩ分光
๏を組Έ合Θͤると、ۚଐݩૉのՁ、༗機ࡐྉのج、
分子や࣓気ঢ়ଶの分をՄࢹԽする͜と͕で͖ます。ۭ
ؒ分ղはे nm からЖ m、ࢹ野はЖ m ʙ cm、ܰݩૉに
හײなೈ 9 線から߭にదしͨߗ 9 線まで、͞ま͟まな 9 線
ܭ術と౷ٕ؍ඍ分光๏のٕ術を༗しています。͜Εらのݦ
ղੳや機ց学शを組Έ合Θͤて、ࡐྉの機をൃ現するしく
Έや࣭中でԽ学Ԡ͕伝ൖするΑ͏すをղ͖໌かします。

9 線ݦඍڸ、Ϛルνεέール、ݦඍ分光、์ࣹ光

応用分野 ࣓ੑମ、༗機ࡐྉ、ٿ֎࣭

論文・解説等
[1] Y. Takeichi et al., Rev. Sci. Instrum., 87, 01370� (2016).
[2] Y. Takeichi et al., Microsc. Microanal., 2�(Suppl 2), �8� (2018).
[3] ࢢହஉ, ࠪ型ಁաX線ݦඍڸの৽ల։, Ԡ用ཧ, 8�(�), 50� (2020).

連絡先 URL https://nano-ap.eng.osaka-u.ac.jp/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

光ʵ分ࢠʕݩ࣍φϊࡐྉͷ૬ޓ
用Λར用ͨ͠Ψεηϯγϯάٕज़࡞

ాാ ത࢙ 5A#A5A HiSPsIi

電気電子情報通信工学専攻 助教
ΤϨクトϩニクεࡐྉ講座 φϊϚςϦΞϧΤϨクトϩニクε領域 ยߒޫࢁ研究室

•φϊカーϘンʢカーϘンφϊνューϒ、グϥϑΣンʣやଞの 2
ঢ়࣭ʢ.o42ݩ࣍ なͲʣのͭڊେなൺද面ੵや、༏Εͨ
電気伝ಋಛੑ・光ੑに目し、͜Εらφϊࡐྉのද面、ҟछ
φϊࡐྉؒのք面、ෳ合ߏをར用しͨ、高ײで低ফඅ電
ྗなΨスセンαの։ൃ。

•୯ .o42 に光রࣹする͜とにΑͬてΨス分子のٵண・を
ଅ進し、Ψスೱのリアルλイムモχλリングにదしͨ高速Ԡ
を実現。

•現ڥ、ࡏԚછΨスやੜମΨスをλーήットに、高い分子ࣝผ
ੑをͨͬ࣋Ψスセンαの実現を目指している。

φϊΧーϘϯ、� ྉ、Ψεηϯαࡐݩ࣍

応用分野 ҩྍ・ϔルスέア分野、ڥモχλリング分野、スϚートσバイス։ൃ

論文・解説等
[1] H. Tabata et al., ACS Nano 15, 25�2-2553 (2021).
[2] H. Tabata et al., ACS Appl. Mater. Interfaces 10, 38387-383�3 (2018).
[3] H. Tabata et al., Applied Physics Express 7, 035101 1-� (201�).

連絡先 URL http://nmc.eeJ.eng.osaka-u.ac.jp/JnEeY@j.htmMɹ

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ϗૉதੑัࢠଊྍ๏ͷͨΊͷ
ӷମݮ型தੑࢠεϖクトϩϝーターͷ։ൃ

ޛஔ ਅۄ 5A.A,I SIiOHP

ΤネルΪー工学専攻 助教ڥ
Ԡ工学領域 ଜ田研究室ࢠྔ ΤネϧΪー工学講座ࢠྔ

ϗ  ૉ 中 ੑ 子 ั ଊ ྍ ๏ʢ#oSon /eutSon $aptuSe 5heSapZ, 
#/$5ʣは中ੑ子を活用しͨըظ的な͕んྍ࣏๏です。#/$5 の
研究はҩྍ分野やༀ学分野、ཧ学分野のྖҬに幅広くΘͨりま
す͕、ࢲはͦの中でཧ学分野の、#/$5 を実施するͨΊの
ஔで͋るՃ速器中ੑ子ݯ։ൃにؔする研究をͬߦています。͜の
研究の中で、রࣹ͞Εる中ੑ子のΤネルΪーやরࣹ分をଌఆ
する͜とはऀױのํのෆཁなඃくを低ݮし、効率的なྍ࣏を
はࢲΊてॏཁです。ͦ͜でۃで্͏ߦ #/$5 用Ճ速器中ੑ子ݯで
রࣹ͞Εる #/$5 用中ੑ子のΤネルΪーをଌఆするͨΊのஔ
։ൃをओとしてͬߦています。

/FVUSoO TQFDUSoNFUFS #oOFS TQIFSF VOGoMEJOH 
#BZFT UIFoSFN

応用分野 ֩融合、中ੑ子イメーδング

論文・解説等
[1] S. Tamaki et al., Nucl. Instr. and Meth. A, ��0 (201�): �35-��0.
[2] S. Tamaki et al., Radiation Protection Dosimetry, 180, 1r� (2018): 300r303.
[3] S. Tamaki et al., Nucl. Instr. and Meth. A, 870 (2017): �0r�6.

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seeRS/seeRS/
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ύルεϨーβΛ用͍ͨۃ
G)[rT)[ ଳͷԻܭੑ࣓・ڹଌ

久อ ന NA(A,6#O AkiSa

ෟଐϑューνャーイϊϕーシϣンセンλーʗཧ学ܥ専攻 助教
ਫ਼ີ工学講座 ྔܭࢠଌ領域 Ԯ研究室

• 光とԻʢϨーβとԻʣをۦしͨಠࣗのܭଌٕ術を։ൃ
• φϊࡐྉ・()[ ଳのৼ動現をྭݕىग़
• Թ 10 ʙ 600 ,、最େ 5 5 の高࣓ԼでԻ速やੑఆをਖ਼֬にܭଌ
• ࣓気μンピングఆや࣓Խを時ؒྖҬに͓͚る࣓Խৼ動からܭଌ
• ۚଐ、ѹ電ମ、࣓ੑମなͲφϊബບやμイϠモンυ、λングステンカー

バイυなͲࡐߗྉ͕ओなର
• スϚϗの無線通信用ϑィルλのಛੑղ໌とࡐྉ։ൃにݙߩ
• 光Αり͕いԻにΑͬて高ײなバイΦセンαの։ൃやφϊ

ワイϠのഁஅաఔのモχλリングԠ用

ബບ、ηϯα、ੑఆ、εϚートフォϯ、εϐϯトϩニクε

応用分野 スϚートϑΥン、バイΦセンα、ඇഁյࠪݕ

論文・解説等
[1] A. Nagakubo et al., Appl. Phys. Lett. 116, 021�01 (2020).
[2] A. Nagakubo et al., Appl. Phys. Express 13, 01650� (2020).
[3] A. Nagakubo et al., Appl. Phys. Lett. 11�, 251�05 (201�).

連絡先 URL http://www-Rm.pSec.eng.osaka-u.ac.jp/pmwJkJ/pmwJkJ.php/.emCeS//agakuCo

キーワード

ここがポイント！【研究内容】

Ϩーβーྍ࣏؞ͷͨΊͷ
ըٕज़ܭྍ࣏

ଜ ོ NISHI.63A 5akaIiSP

ΤネルΪー工学専攻 助教ڥ
ϏーϜԠ༻工学領域 ҄研究室ࢠྔ ΤネϧΪー工学講座ࢠྔ

光線ྗ学ྍ๏ʢ1%5ʣなͲのϨーβー光রࣹにΑるྍ࣏؞は、ଁ
器機をԹଘੑ͕高い効率的なྍ࣏๏として、ޙࠓのීظ͕ٴ
͞Εています。Ұํで、ඪ४Խྍ࣏としてఆணするまでには՝
͕͋ります。ͦのͻとͭとして、ྫ͝とにҟなるजᙾҐஔやα
イζにରして、最దなϨーβー光রࣹ݅をܾఆするख๏ཱ͕֬
͞Εていない͜とに͋ります。ຊٕ術では、ੜମ組৫中の光伝ൖ
と光ٵऩにΑるࡴजᙾաఔをモσルԽにΑり、ͦのྍ࣏効Ռを推
ఆで͖ます。術લܭྍ࣏ըにΑる҆શかͭ効率的なϨーβー࣏؞
ྍのαϙートにͭな͕ります。

Ϩーβーྍ࣏、光ྍ࣏、ੜମ৫、ࢄཚ、光線ྗֶྍ๏ 	1%T


応用分野 ҩྍ・ϔルスέア分野

論文・解説等
[1] Takahiro Nishimura et al., Lasers in Medical Science 35:128�r12�7 (2020).
[2] ଜ, Լ, ҄, ຊϨーβーҩ学ձࢽ, 2020-2021, ,ר �1 1 号, p. 37-�3.
[3] Yu Shimojo et al., Journal of Biomedical Optics 25(�):0�5002 (2020)

連絡先 URL http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/seemC/seemC/JnEeY.htmM
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キーワード

ここがポイント！【研究内容】

ࠪトϯネルݦඍڸΛ用͍ͨ分ࢠ
ϨϕルͰͷΩϥルೝࣝߏػͷ解໌

෦ ຏ HA55O3I 5akuNa

ཧ学ܥ専攻 助教
ਫ਼ີ工学講座 ޚ੍ࢠݪϓϩηε領域 ݪ܂研究室

ࣗવքには、キϥルをͭ分子͕ଟくଘࡏして͓り、分子のキ
ϥルೝ͕ࣝੜԽ学ԠのԠ機ߏにॏཁなӨڹをٴ΅す。ͦのৄ
ͦ。用をௐるඞཁ͕͋る࡞ޓなཧղには୯Ұ分子での૬ࡉ ͜で、
キϥルೝࣝ機ߏの୯Ұ分子Ϩϕルからのղ໌を目指し、ࠪトン
ネルݦඍڸでキϥル分子を୯Ұ分子Ϩϕルで؍している。まͨ、
୳૿ڧϥϚンࢄཚやトンネル電ྲྀ༠ൃى光で、分子のৼ動モー
υやൃ光スϖクトルをಘる͜とでキϥルࣝผにཱてている。
কདྷ的には͜Εらのଌఆܥをར用して、୯Ұ分子Ϩϕルでのスピ
ンをݕग़する͜とを目指している。

ࠪトϯネルݦඍڸ、୳૿ڧϥϚϯࢄཚ、ΩϥϦςΟー、ɹ
ԁภ光ൃ光

応用分野 ༀؔ連、ϑΥトχクスσバイス

論文・解説等
[1] T. Hattori et al., Journal of Physics: Condensed Matter, IOP Science, 31� 255001-1 r6, 201�
[2] T. Hattori et al., Physical Review Materials, American Physical Society, 2� 0��003-1 r7, 2018
[3] T. Hattori et al., Surface Science, Elsevier, 655� 1-6, 2017

連絡先 URL http://www-ss.pSec.eng.osaka-u.ac.jp/
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柔軟な光無線融合型ネットワーク

久野 大介 HISANO Daisuke 

電気電子情報通信工学専攻 助教
通信ネットワーク工学講座 フォトニックネットワーク工学領域 丸田研究室

•光信号伝送からネットワークリソース制御まで幅広く研
究に取り組んでいます。

•高効率・低コストな光ネットワークの実現を目指します。
•最近では、災害時の迅速な通信ネットワークの復旧を目

指す光無線融合型システムの研究を推進しています。
•通信キャリアや電気機器メーカーと共同研究を実施中。

⇒学術と実用の両面を備える産学連携的な研究活動を推
進しています。

フォトニックネットワーク、デジタル信号処理、5G、IoT

応用分野 通信ネットワーク分野、センシング分野、モバイルコンピューティング分野

論文・解説等
[1] D. Hisano et al., IEEE J. Selected Areas in Commun, 36(11), 2508-2517. 2018.
[2] S. Shibita et al., IEEE Photonics Journal, 13(1), 1-15. 2021.
[3] H. Takano et al., IEEE Vehicular Technology Conference (VTC2021-Spring).

連絡先 URL http://wwwpn.comm.eng.osaka-u.ac.jp/home/
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ൃੜͱ࣬පʹؔ͢Δ
όΠΦフォトϝΧニクεڀݚ

松﨑 賢寿 .A5S6;A,I 5akaIisa

ෟଐϑューνャーイϊϕーシϣンセンλーʗཧ学ܥ専攻 助教
Ԡ༻ཧ学講座 ࢠフォトニクε領域 ٢研究室

Ε͞ݟで制御で͖る͜と͕ൃ͞ߗ๔の分Խӡ໋͕のࡉװ
ʢ%JscheS et al., Cell 2007ʣ、ࢲはଁ器ൃੜや࣬පԽを࢘るྗ学ಛ
ੑとͦの分子ݯىを໌らかにしͨいとߟえています。؊ଁのछ͕
ʢਤݧܦΉのྗ学ಛੑをղ໌しͨ B・ֶৼ 1%・論文 �ʣにج
͖ͮ、ଟ༷なଁ器のΈの͞ߗをܭଌするٕ術։ൃを進Ίていま
すʢਤ C・+4T ൃ ����ʣ。取ಘしͨ͞ߗ情報は、光Ԡでࡐྉ
্にϓリントアトしてଟଁ器ൃੜをҰڍにଅします。バイΦϩ
δー・ϑΥトχクス・メカχクスの融合ྖҬをօ͞んとาんでい
͖ͨいです。

ιフトϚターͷ理、ଁൃثੜ、͕Μ࣬ප、光ϐϯηット、
光ׯব๏

応用分野 ͕、ੜҩྍ࠶くͮجに͞ߗ んྍ࣏、メカϊバイΦϑΥトχクス

論文・解説等
[1] Takebe,...,Matsuzaki,...,Yoshikawa,Taniguchi, Cell Stem Cell, 2015.
[2] Matsuzaki,...,Yoshikawa,...,Takebe, Stem Cell Reports, 2018.
[3] Matsuzaki,...,Takebe, Yoshikawa, iScience, 2022.

連絡先 URL https://SeseaSchmap.jp/7000026�01
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ଟʹΑΔ
ηϯγϯάٕज़ͷ։ൃؾ

ా ༗ر 8ADA :uuki

電気電子情報通信工学専攻 助教
γεςϜɾ੍ޚ工学講座 ηϯγϯάγεςϜ領域 ڇඌ研究室

ήリϥ߽Ӎや線ঢ়߱ਫଳといͬͨ気現は時としてେن
な災害をͨらす͜とから、ͦのਖ਼֬な؍ଌ・༧ଌ͕ࣾ
ձ的にॏཁとなͬています。ࢲはϑΣーζυアϨイ気Ϩー
μを中৺としͨ電にΑるੈ࣍のリモートセンシングٕ
術の研究։ൃをߦいͭͭ、͞らに高ΤネルΪーཻ子を用い
ͨશく৽しい気センシングٕ術を組Έ合Θͤる͜とで、
ੵཚӢのൃୡやམཕといͬͨۃ気現のΑりਖ਼֬な؍
ଌ・༧ଌख๏の։ൃをͬߦています。

ଌܭଌ、ిܭཚӢ、མཕ、์ࣹ線ੵ、ࡂؾ

応用分野 気、災、リモートセンシング

論文・解説等
[1] Y. Wada et al., Geophysical Research Letters, �8, e2020GL0�1�10 (2021)
[2] Y. Wada et al., Physical Review Letters, 123, 061103 (201�)
[3] Y. Wada et al., Communications Physics, 2, 67 (201�)

連絡先 URL https://ZuukJ-wE.space
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